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 今川　鉄夫 会　長 〇市川　由莉 推進委員 田中　孝一 推進委員 　馬場　道夫 推進委員

 平野　隆弘 副会長 山本　克男 推進委員 藤原　洋之 推進委員 徳田　純朗 推進委員

 井手口正士 副会長 生水雄一郎 推進委員 長田　貞夫 推進委員 　岸本　隆幸 推進委員

 〇玉岡恵美子 副会長 新野　 昇 推進委員 藤原　紘子 推進委員 〇鮫島　　正 推進委員

 宇埜　　賢 監　査 　佐藤千津子 推進委員 〇羽澤　健太 推進委員 　小原　克彦 推進委員

 金本　秀雄 監　査 亀岡　教子 推進委員 荒木　正裕 推進委員 渡邉　義弘 推進委員

 秋山  　徹 監　査 〇古玉　尚輝 推進委員 大原　泰治 推進委員 　山田　由美 推進委員

 小田　信介 推進委員 〇原田　直季 推進委員 岡田　展弘 推進委員 　八幡　益美 推進委員

 〇藤原　康弘 推進委員 〇清水かおり 推進委員 大西　由香 推進委員 　古賀美希子 推進委員

 〇石橋　崇宏 推進委員 守安　節子 推進委員 内田　光代 推進委員 　松井　秀俊 推進委員

 〇藤原　優希 推進委員 佐藤　和美 推進委員 〇池上八重子 推進委員

 

 

６月１４日（金）、新田中学校区人権学習推進委員会総会が開催されました。 

本年度は、１１人の方が新たに推進委員に選任されました。令和５年度事業 

報告・決算報告・令和６年度事業計画・予算等について、過半数の賛成をも 

って可決承認されました。協議の後、人権啓発ＤＶＤを視聴しました。 

 
 
 

　　　　　 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

テーマ「人権をたいせつにしあう明るい地域づくりをめざして」 

　　　　重点課題「支えあって共に生きる地域づくり」 

〇印は新任

１０月５日（土）、推進委員８名と事務局員等３名の１１名で、笠

岡市にある児童養護施設「悲眼院」へ研修視察に行きました。 

悲眼院は 1950 年に児童養護施設として開設されて以来、児童福祉

法に基づき、様々な理由で親権者の元などで養育することが困難に

なった児童を親権者に代わって養育し、自立支援を行う全国でも類

を見ない個人立の児童養護施設です。 

親の孤立や貧困、子どもの発達障害など、虐待の背景が多様化し

ている今日、保護者のいない子ども、虐待を受けた子どもらを受け

入れる悲眼院を訪れ、実情を聞くなど実際に体感することで、地域

社会が子育て家庭を気にかけ、つながりを持つことの大切さを学び

ました。 

また、笠岡市にある竹喬美術館を訪れ、笠岡市に生まれ文化勲章

を受章した小野竹喬の作品を鑑賞し、秋のひとときを楽しみました。

新田中学校区人権学習推進委員会では、毎年、公民館における人権啓

発の取組を模造紙にまとめて紹介しています。 

中学校区のテーマや重点課題をもとに、人権ポスター作品や、研修活

動、啓発グッズの紹介をはじめ、人権だより「しんでん」など、盛りだ

くさんの内容となっています。毎年、人権のまちづくり展や人権学習推

進委員交流会などで掲示し、市民の皆様に人権啓発を行っています。 

【参加者の感想～悲眼院を訪れて～】 

・ニュースで悲しい児童虐待の事件を聞きます。児童虐待が防げるよう社会全体で考えていけたらと思います。 

・個々の子どもに対応している悲眼院の運営は大変だと思います。ＤＶ被害を受けている子どもたちのシェル

ターであり家庭として、活動を継続していただきたい。 

・代表のお話を聞き、支援の必要な子どもが多いと分かり、何か出来ればなと考えさせられました。 

・悲眼院の視察は、民生委員、保護司活動の中にも相通じるものがあり、日頃の生活環境の重要性を感じまし

た。悲眼院でのお話は、子どもたちの顔が目に浮かびました。 

・幼い子どもたちが一番愛すべく親により虐待を受けるということは想像を絶するものだと思います。 

  この施設で暮らしている子どもたちのこれからの人生が幸せになることを願うばかりです。
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倉敷市新田中学校区 
人権学習推進委員会 
事務局　新田公民館 

TEL (086)427-6354 

人権だより「しんでん」は、地域のみなさまのご協力により配布されています。

 

～笠岡市児童養護施設「悲眼院」～
ひ げ ん い ん

 

【地震対応訓練とは】 

　「その時にいる場所」で地震が発生したと想定して、地震の際の安

全確保行動の１－２－３「まず低く、頭を守り、動かない」を身につ

ける訓練です。 

　９月２６日（木）、倉敷市一斉地震対応訓練に合わせ

て、公民館でも活動中のグループ「３Ｂ体操リラの会」

８名の方が、南海トラフ地震の発生を想定したシェイ

クアウト訓練を実施しました。模擬の地震速報の知ら

せを聞くと、素早く活動を止め机の下にもぐり身をか

がめるなど、地震の際の安全確保行動を身につけまし

た。また、地震が収まったあと、プラスワン訓練とし

て、地震に伴う火災の発生を想定し、屋外への避難訓

練も同時に実施しました。

シェイクア

ウト訓練

避難訓練

悲眼院にて

高橋代表のお話


